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学位論文内容の要旨
鉄鋼スラグ水和固化体のコンクリー トや石材代替としての適用性の観点から種々の実験や調査を行うことにより,鉄鋼
スラグ水和固化体の様々な特性について明らかにし,必要な改善策等について検討した｡本論文は全6章から構成される｡
第 1章では,研究の背景,既往の研究と課題,研究の目的等について示したO
第 2章では,鉄鋼スラグ水和固化体の膨張安定性に及ぼす製鋼スラグの影響,強度発現性に及ぼすアルカリ刺激材の影
響,エトリンガイト生成や強度,乾燥収縮に及ぼす石膏の影響について検討した｡膨張安定性では,製鋼スラグの水和膨
張の観点から,鉄鋼スラグ水和固化体へ適用可能な製鋼スラグの品質基準を示したO強度発現性に及ぼすアルカリ刺激材
の影響では,養生温度による圧縮強度の差異は,消石灰が普通ポルトランドセメントよりも小さいことを示した｡石膏杏
添加した高炉スラグ微粉末を使用した場合のエトリンガイトの生成･減少挙動は,普通ポルトランドセメントとほぼ同様
であること,高炉スラグ微粉末の石膏添加有無が強度に大きな影響を及ぼさないこと等を示した｡
第3章では,鉄鋼スラグ水和固化体の強度特性,変形特性,熱特性及び耐久性についての検討や長期曝露試験の結果を
示した｡曲げ疲労寿命は,細骨材率を約 52%以下かつペースト率を約 42%以下の配合とすることにより,普通コンクリ
ートと同等となることを示した｡自己収縮ひずみは,コンクリー トと同等以下であることを示した｡施工段階における熱
特性では,1.8×1.8×1,8m相当のマスコンクリー トへは,温度ひび割れ抑止の観点からは適用可能であることを示した｡
耐久性では,アルカリシリカ反応性が無害であることや耐硫酸塩性に優れること,中性化は材料の特性を考慮した有効水
結合材比を用いる必要があること等を示した｡海水曝露試験では,材齢6年の試験体は,圧縮強度やヤング係数の低下が
見られず,塩化物イオンも透性しにくいこと等を示した｡
第4章では,鉄鋼スラグ水和固化体のコンクリー ト代替及び天然石材代替としての適用事例について示した｡コンクリ
ート代替としては,異形ブロックや埋戻し工等として適用できることや安定した製造が可能であることを示したC天然石
材代替としては,JISA5006｢割ぐり石｣で規定されている準硬石や砂岩ずりとほぼ同様な特性であり,天然石と同様な
取扱いができること等を示した｡
第5章では,製造に伴う二酸化炭素排出量の削減効果の試算や溶出特性,海洋環境における生物付着性について検討し
た｡二酸化炭素排出量は,普通ポルトランドセメントを使用したコンクリー トの 27%,高炉セメントを使用したコンク
リートの 44%と小さいことを示した｡有害成分の溶出性は基準値を満たすこと,アルカリ成分の溶出性はコンクリー ト
よりも小さく,気中養生時間を長くすることにより,さらに低減できることを示した｡生物付着性は,コンクリー トより
も微細藻類が着生しやすいこと,その後の付着量及び付着種類数ともにコンクリー トよりも多く推移すること,自然破浜
と比較して多様度指数がほぼ同等で,出現種類数及び生物付着量が多いことを示した｡
第6章では,本研究で得られた知見を総括し,結論を示したC
論文審査結果の要旨
鉄鋼スラグ水和固化体は,製鉄副産物である製鋼スラグ,高炉スラグ微粉末を材料とする環境負荷が
小さい建設材料である｡本論文は,鉄鋼スラグ水和固化体のコンクリー トや石材代替としての適用性の
観点から種々の実験や実施工を行うことにより,鉄鋼スラグ水和固化体の様々な特性について明らかに
し,必要な改善策等について検討したものである｡
本研究では,まず,鉄鋼スラグ水和固化体の特に重要な性能である膨張安定性及び強度について検討
している｡膨張安定性では,製鋼スラグの水和膨張の影響を明らかにし,適用可能な製鋼スラグの品質
基準を提案している｡強度では,アルカリ刺激材として消石灰を使用すると普通ポルトランドセメント
を使用するよりも養生温度の影響を受けにくいこと等を示している｡
次に,鉄鋼スラグ水和固化体の疲労強度特性,変形特性,熱特性及び耐久性等の材料特性や長期曝露
試験の結果について検討し,必要な耐久性等の特性を確保するための材料の選定や配合条件について示
している｡
さらに,鉄鋼スラグ水和固化体のコンクリー ト代替及び天然石材代替としての適用事例について示し,
鉄鋼スラグ水和固化体がマスコンクリー トや埋戻し工等として適用できること,天然石材代替としては,
準硬石や砂岩ずりとはぼ同様な特性であることを明らかにしている｡
最後に,製造にともなう二酸化炭素排出量の削減効果,溶出特性,海洋環境における生物付着性につ
いて検討し,鉄鋼スラグ水和固化体の環境負荷が小さいことや周辺環境との調和性に優れることを実証
しているC
以上の研究成果は,環境負荷低減材料である鉄鋼スラグ水和固化体の発展と普及に貞献するものと考
えられるOよって,本論文は,学位 (博士)論文に値すると判定される.
